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優良認定会社の定義は、以下の2点を満たす建設会社とする

• 災害時において、必要な人員及び資機材等の確実な確保に関す
る体制が構築されているとともに、訓練を通じた改善に積極的
に取り組むなど、自社の事業継続力の向上に資する優良な取組
を行っている会社

• 地域・団体による各種連携訓練等を通じて、地域における企業
間連携を主導するなど、地域防災力※の向上を牽引する会社

（１）優良認定会社の定義

（２）優良認定における基本方針 優良認定のイメージ

優良認定にあたっては、以下の点に留意する必要がある

• 公正・公平な審査による企業規模等による不公平感の解消

• 適切な優良認定会社数の設定によるチャレンジ意欲の醸成

優良認定に関する定義、基本方針

優良認定を行うにあたり、優良認定会社の定義と基本方針を以下の通り定める。

※地域防災力とは、広域災害時において建設会社による地域の
応急復旧や復興等の防災力のことをいう
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認定基準の向上を図る確認項目については、それぞれ以下の分類及び考え方により整理される。

（３）認定基準の向上を図る確認項目

大項目 中項目 考え方

(1) 防災対応力
を高める項目 ①災害への備え

災害が発生する前段階において、被害を最小限に抑えるための準備に関
する項目

②初動対応と人員確保 災害発生直後から初動期にかけての対応に関する項目

③事業継続体制の確保
災害が発生したとしても業務を継続・復旧させるための組織的・計画的な
体制整備に関する項目

④実効性を高める取組
BCPの理解・実行力を高めるための訓練・教育や、事前に必要な手続き
を行う項目

(2)地域・団体間
の連携に関する
項目

①地域・団体間の連携
自社の事業継続に加えて、同業他社や実働を行う協力会社等における防
災対応力の確保に関する項目

②関係機関等との連携
訓練

行政や団体等が主体となって行う関係機関との連携訓練に関する項目

(3)BCPの改善
に関する項目

①訓練の充実化 自社で実施している訓練の高度化・充実化に関する項目

②BCPの改善 訓練や点検等を通じた課題に対する改善の取組に関する項目

確認項目の分類及び考え方
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評価要領における主な改定のポイント

評価要領及びガイドラインの改定

• 優良認定にあたり、評価要領及びガイドラインの改定を行い、優良認定会社の定義や申込方法等について追記を
行った。以下に、主な改定のポイントを示す。

ガイドラインにおける主な改定のポイント

主な改定のポイント
評価要領
該当ページ

新旧対照表
該当ページ

①認定種別 • 通常の認定と優良認定について認定種別を記載した P.4～5
P.26

P.7～8
P.29

②優良認定の目的 • 優良認定を行う目的を記載した P.24 P.27

③認定の概要
• 優良認定会社の認定期間は、通常の認定会社と同じ3年間とする
• 優良認定の対象となる建設会社は、通常の認定対象となる建設会社と同じ要件で
あり、新規申請・継続申請ともに対象とする

P.24 P.27

④認定の流れ
• 優良認定の基準を満たす場合には「優良認定証」を交付する
• 優良認定の基準を満たさない場合には、通常の認定の手続きに準じた対応とする

P.25 P.28

⑤申込、評価 • 優良認定の評価は書類評価のみで行い、訂正再提出の機会は設けない P.26 P.29

⑥申込書類
• 優良認定の申込を希望する申込会社は、通常の申込書類に加えて、「優れた取組と
して確認する項目リスト」（様式４）を追加提出する

P.27 P.30

⑦申込方法・申込先、評価
• 申込方法・申込先については、通常の認定と同様とする
• 優良認定の評価は通常の認定会社と同様に評価要領に基づき実施する（港湾・空
港関連も同様）

P.28 P.31

⑧認定申込書（様式１）
• 認定申込書（様式１）に優良認定に関する申込を希望するかを確認するための
チェック項目を追加した

P.30 P.33

⑨優れた取組として確認する
項目リスト（様式４）

• 優良認定の評価にあたり申込会社が提出する様式を新規追加した P.38 P.41

主な改定のポイント
ガイドライン
該当ページ

新旧対照表
該当ページ

⑩認定種別 • 通常の認定と優良認定について認定種別を記載した P.5～6 P.8～9

3
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評価要領 P.４～5、26

• 通常の認定と優良認定について認定種別を記載した

①認定種別



２. 評価要領・ガイドライン等の改定
中部地方整備局

5

評価要領 P.2４

• 優良認定を行う目的を記載した

②優良認定の目的
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評価要領 P.２４

• 優良認定会社の認定期間は、通常の認定会社と同じ3年間とする

• 優良認定の対象となる建設会社は、通常の認定対象となる建設会社と同じ要件であり、新規申請・継続申請ともに対
象とする

③認定の概要
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評価要領 P.２５

• 優良認定の基準を満たす場合には「優良認定証」
を交付する

• 優良認定の基準を満たさない場合には、通常の
認定の手続きに準じた対応とする

④認定の流れ

2-2  認定の流れ

優良認定は、通常の認定と同じ以下に示す流れに

沿って行います。評価の結果、優良認定の基準を満

たす場合には「優良認定証」を交付します。

優良認定の基準を満たさない場合には、通常の認定

の手続きに準じた対応となります。 

「建設会社における災害時の事業継続力認定」の流れ

①申込書類の作成：申込会社
・「評価要領」に基づく書類の作成
・疑義は「受付相談窓口」に問い合わせ

②申込：申込会社
・「評価要領」に基づく書類を整え申込

③受付：受付相談窓口
・申込書類の受付け
・書類の遺漏確認

④評価と審議の実施：評価部会
・評価要領に基づき適否を評価
・記述内容の適否確認（書類評価）
・認定証発行可否の審議
・不適合通知書発行可否の審議

⑤疑義がある場合
・疑義の箇所の内容を明示した申
し送り書送付
・疑義等により必要と判断した場
合のみ面接を実施

⑥訂正再提出：申込会社
・訂正再提出〇優良認定に関する

項目の評価

〇通常の認定に関する
項目の評価

⑦優良認定証発行
・認定証の発行
（有効期間：３年間）

・優良認定マークの使用
・優良認定会社の公表
（記者発表・プレス
リリース）

・優良認定証授与式

⑧不適合通知書発行

⑨不適合通知に関する問合せ
・8日以内

⑩問合せに対する回答
・14日以内

申込書類に虚偽記載等があった場合
⑦’通常の認定証発行
・認定証の発行
（有効期間：３年間）

・認定会社の公表
（ホームページ上）

優良認定を希望する会社

優良認定の基準を
満たす会社

優良認定の基準を
満たしていない会社

相談・回答

通常の認定に関する項目のみ

＋

優良認定に関する確認項目は、提出さ
れた追加書類の内容に基づき評価を
行い、訂正再提出の機会は設けない
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評価要領 P.２6

• 優良認定の評価は書類評価のみで行い、訂正再提出の機会は設けない

⑤申込、評価



２. 評価要領・ガイドライン等の改定方針
中部地方整備局

9

評価要領 P.２７

• 優良認定の申込を希望する申込会社は、通常の申込書類に加えて、「優れた取組として確認する項目リスト」（様式４）を
追加提出する

⑥申込書類
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評価要領 P.２８

• 申込方法・申込先については、通常の認定と同様とする

• 優良認定の評価は通常の認定会社と同様に評価要領に基づき実施する（港湾・空港関連も同様）

⑦申込方法・申込先、評価
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評価要領 P.３０

• 認定申込書（様式１）に優良認定に関する申込を希望するかを確認するためのチェック項目を追加した

⑧認定申込書（様式１）
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評価要領 P.38

• 優良認定の評価にあたり申込会社が提出する様式を新規追加した

⑨優れた取組として確認する項目リスト（様式４）

評価要領 優れた取組として確認する項目リスト（様式４）

記載の
有無

記載
ページ

自社周辺で想定される自然災害について地震以外の被害想定（洪水・高潮等）も確認しており、災害種
別ごとに行動手順を明確化している。

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒または巨大地震注意）が発表された際の社員の行動手順を定
めている。

対応拠点や代替対応拠点に指定している建物において、震度6強～7に達する程度の地震に耐えられ
る耐震性（is値0.6以上）を確保しているなど、地震が発生した際の安全性が確保されている。

津波浸水想定区域外に対応拠点または代替対応拠点を確保しているなど、津波警報が発令された際
にも有効に機能する計画となっている。

社員の安否確認について、メール・電話・システム等、複数の方法を活用し、迅速かつ確実に確認でき
る仕組みを構築している。

避難先までの距離・時間・経路等を社屋内に掲示するなど、社内で周知が図られており、社員及び来訪
者が安全に避難できる体制が構築されている。

初動対応が必要な重要業務において、担当者及び代理人を指名しているなど、確実な初動対応を図る
ための体制が構築されている。

対応拠点に参集する者及び代替対応拠点に参集する者が明確に示され、両者が重複していない。 重
複が生じる場合には、その理由が明記されている。

対応拠点及び代替対応拠点ごとにBCPを策定している、または、中部地方整備局管内の全拠点を対象
としたBCPを策定し、拠点ごとに災害対応を迅速に行える体制を構築している。

災害発生時に全社員が迅速に応急復旧活動に対応できるよう、BCPや災害対応マニュアル等の初動
対応に関する資料を、各拠点および工事現場に常備している。

緊急車両通行許可の事前申請を行い、通行許可証を保有しているなど、災害発生時の迅速な対応を
確保する仕組みを取り入れている。

災害時に必要な資機材等を確実に確保できるよう、取引先との民間協定の締結などの工夫を行ってい
る。

資機材等の不足に備え、共同利用などにより柔軟に対応できる体制が構築されている。

自社社員に対し、BCPの内容や各社員の役割、対応手順等を周知するため、教育訓練を実施してい
る。

災害時に資機材等の調達先や協力会社と円滑かつ確実に連携できるよう、必要な取組を講じている。

地域の企業・団体間の連携に関し、具体的な連携先や団体を明確化しているなど、同業他社等との連
携の方針を定めている。

地域の企業間における情報共有の仕組み（情報共有システム、グループチャットの導入等）を導入する
など、地域の企業間の連携の実効性を高める体制を構築している。

協力会社を含めて資機材等をリスト化や地域・団体における資機材等の保有状況を整理しているなど、
資機材等の過不足を迅速に確認できるよう体制を構築している。

行政機関や企業団体等の関係機関と連携を図る訓練等に参加し、地域における自社の役割や関係機
関との連絡手段等を確認している。

同業他社との合同訓練を実施するなど、地域の企業間における連携の図り方を具体的に確認してい
る。

協力会社等との合同訓練を実施するなど、協力会社等との連携の図り方を具体的に確認している。

BCP訓練において、責任者不在や対応拠点の使用不可など、多様な被災状況を想定した訓練を実施
し、災害対応力の向上に向けた取組を行っている。

BCP訓練において、夜間・休日等を想定した訓練を実施するなど、勤務時間外における災害対応力の
向上に向けた取組を行っている。

災害発生の初動～災害対策本部の立ち上げ、重要業務の対応等の被災時の一連の流れを含めた訓
練を実施するなど、社内の指揮命令系統、連携体制の有効性を確認・強化する取組を行っている。

施工中現場において訓練（重機等の停止、足場等からの避難等）を実施するなど、現場での確実な安
全確保及び迅速に災害対応活動に着手できる体制を構築している。

②BCPの改善 訓練で把握した課題をもとに改善策を検討し、BCPの見直しに繋げるPDCAサイクルを充実化する取組
を行っている。

注）申込書類に記載された優れた取組の記載の有無と取組内容を評価します。
優良認定会社として認定された場合には、上記の項目に対して先導的に活動をされるとともに、広報への協力をお願いします。 
中部地方整備局においても、優良認定会社の取組みについて、啓発活動に力を入れて参ります。

確認項目

①災害への備え

本様式（様式４）は、優良認定を希望する申込会社が提出する様式です。
以下の確認項目のうち、自社のBCPが対応している項目は、記載の有無欄にチェックを入れて、記載ページを記入してください。

（3）
BCPの改善に関
する項目

（2）
地域・団体間の
連携に関する項
目

（1）
防災対応力を高
める項目

②初動対応と人
員確保

③事業継続体
制の確保

④実効性を高め
る取組

②関係機関等と
の連携訓練

①訓練の充実
化

①地域・団体間
の連携
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ガイドライン P.5～6

• 通常の認定と優良認定について認定種別を記載した

⑩認定種別（ガイドライン）
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